
･仇LL.け
り
る
･J
り
ほ
い叩
劫叫HW
H桝
に
､
心耶
職
に
放
け
る
IU
山
hH
l;
城
は
的

に
接

す
｡
獅
子
砧
の
関
心什
に
=JiS
ひ
｣抑
崎
】肘
及
糾
仲
山榊
Lb
郡
利
他托
し
て
捕

仙
川し

爾
額
の
城
外
は
断
櫛
よ
り
は
串
ス
不
北
端各
組
と
血
仰
せ
･I
る
｡
北
L
t,J

触
ら
は
此
隅
蛾
に
放
け
る
如
浦
櫛
は
放
崎
厨
の
聯
秩
以
前
に
余
部
桜
蝕

せ
ら
れ
た
る
こ
と
聖
那
す
べ
し
.
之
ね
嬰
す
る
に
蘇
峰
厨
革
E
Mmj氾
暦

問
は
大
牌
に
於
て
交
斜
不
鵜
舟
的
関
係
に
あ
り
｡

蘇
峰
暦
の
紫
邸
と
非
介
布

蘇
峰
厨
戊
縦
揃
肘
郡
冊
の
山村
質
の
担
化

は
細
め
て
怠
納

糾
封
に
し
て

間
瀬
の
介
布
に
も

亦
可
な
り
の

州
追
あ

り
｡
雛
捕
厨

群
は
数
多
の
海
産
介
他
市
か
骨
材
す
る
和
暦
靴
の
式
山方
ェ

リ
成
り
明
か
に
淋
城
府
に
溺
す
る
も
鎌
崎
厨
は
常
に
拡
底
挺
山村
私
有
し

北
ハ上
位
に
砂
岩
'
輯
潜
没
京
･=k
よ
り
成
る
揮
静
め
り
て
並
等
の
岩
層
_

或
は
央
城
L
或
は
鴨
厨
を

耶
し
或
は
蝿
稗
中
の
河
畔
樗
蝕
の
追
跡
を

即

す
等
共
成
犀
状
態
朗
る
不
規
則
な
り
｡
岩
石
中
称
Li
京
11-訂
ほ
屈
赤
､
褐

色
又
ほ
碑
包
み
鼓
し
'
虚
に
よ
り
数
多
の
石
次
数
紺
塊
在
合
材
す
｡
天

草
及
手
土
紳
島
に
於
け
る
赤
怖
厨
は
少
-
と
も
肉
眼
的
淘
疎
化
石

払

含

有
せ

ず
｡

蘇
峰
鹿
は
北
ハ分
布
蹴
る
成
城
に
瓦
り
天
串
及
宇
土
中
指
の
外
九
州
の

四
部
及
北
部
に
於
げ
ろ
各
;kJ
m
即
ち
三
池
､
市
島
'
崎
戸
､
流
係
､
銑

仙
北
の
柵
流
刑
に
敦
注
す
o
銑
=jd･此奴
E
に
於
け
る
音
節
三
組
暦
の
親
船
舵

態
は
他
の
珊
=.AJ
m
に
比
L
.rfハ槌
私
=Elrに
し
之
が
比
校
約
園
排
な
る
ふ
同

I.AJ
m
に
於
け
る
下
郡
骨
炎
厨
即
ち
純
分
厨
郡
は

(
炎
上
'
下
部
に
曙
袖

色

票
=布
暦
払
秋
材
す
)
上
部
骨
炎
慰
即
ち
大
社
L
LS=邦
の
上
枕
に
鼎
硯
す

る
脂
成
厨
耽
る
芦
何
倍
抑

(之
に
粕
;:==
す
る
地
厨
は
他
の
繍
荻
川
に
-

あ
り
)
の
銀
治
･･i
り
判
断
し
恐
ら
-
蘇
怖
厨
に
誰=I::==
す
る
も
の
と
ロー仙怖

新

讃

糾

介

<J

-
/
}之
か
却
す
る
に
灘
崎
厨
げ
主
-
し
て
或
特
殊
の
鍋
悌
状
態
に
放
け
る

鬼
布
山村
石
の
風
化
物
よ
り
成
る
伸
上
唯
杓
厨
に
し
て
天
草
及
宇
土
申
出

に
於
て
ほ
油
成
上
部
内
tmj紀
嘩
S
l上
に
不
離
舟
に
邦
流
し
光
祐

の
地
方

に
於
て
は
三
披
川
系
及
御
村
錦
糸
の
約
品
片
岩

或

は
花
川
岩
粕
谷
稗
田

す
O
的
首
す
れ
ば
免
等

の
甘
期
岩
厨
は
日
当
紀
の
末
期
に
耽
り
て
蛸
-

地
衣
に
締
は
れ
fWfに
訟
雌
隅
成
静
銀
成
ぜ
り
0
蘇
峰
膳
の
頂
部
は

Y
p

resia
n
階

又
は
下
部

L
u
te
tia
n

_轡
に
誇
常
L
､
仝
槍
の
好
さ
億

に

三

市
来
な
り
O
随
て
自
MSj

配
船
及
節
三
組
厨
川
の
妨
非
は
不
厨
の
進

紙
に
放
て
之
み
割
す
べ
き
も

の
と
思
惟
す
｡
(
S
.Y
.)
.

蔓
Y書
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如語

順

砂

利

及

砕

石

用

石
材

曾
蓋

納
翌

銀

治

省
墾月
経
能
都
渉
併

四
六
倍
列
五
〇
茂
樹
版
こ
薬

昭
利
二
年

二
月
本
桐
は
砂
利
の
餐
沖
に
乏
し
く

エ
邸
逝
砂
上
不
佃
私
感
iJ
て
ゐ
tLC･

段
組
中
島
即
ち
現
安
犀
掠
'
未
脚
線
の
祉
設
工
邸
川
に
供
す
る
砂
利
及

砕
石
用
石
材
に
就

い
て
邪
恋
し
た
軸
管
朝
で
あ
る
O
･Pf図
に
は
此
柿
の

材

料
に闘
す
る
文
献
に
乏
し
い
か
ら
比
の
刑
務
啓
は

独
り
鉄
戯
建
紋
工

事
の
参
考
敦
料
た
る
に
止
ま
ら
ず
､

7
般
砂
利
及
石
材
工
光
の
焚
際
的

且
地
封
蝉
的
歩
埠
潜
dJ
し
て
慣
恨
め
る
も
の
で
あ
る
｡

内
容
の

7
斑
み
次
に
紹
介
す
る
.
静
組
中
島
に
は
山
砂
利
､
川
砂
利
､

更

正

七

三



地

球

節
七
番

輯
砂
利
､
川
州
の
下
底
に
放
け
る
砂
利
及
押
市
川
石
材
が
あ
r;･
o

山
砂

利
は
節
三
和
厨
の
叔
上
部
み
成
す
欺
机
な
=:祈
府
中
に
成
惜
し
将
r

J十
尺

乃
至
五
十
八
あ
る
｡
其
の
脱
存
す
る
地
域
ほ
牛
砧
の
岬
炎
よ
り
約
四
に

偏
し
た
市
原
邦
朋
血

相
及
市
粗
相
の
丘
陵
地
に
起

っ
て
向
田
に
向
ひ
新

津
郡
久
榊
EmH;町
'

小

相
和
わ
経
て
同
郡
小
糸
村
秋
元
柑
及
位
鮮
町
払
過

ぎ
隣
町
年
長
岱
小
串
怒
犯
の
縦
枠
に
笠
つ
て
油
に
治
し
て
揺
る
O
共
の

地

域
の
延
長
約
八
盟
､
就
中
.:B
轍
の
便
み
る
地
は
私
糾純
小
摸
租
如
月
'

水
原
組
久
留
駅
'
的
に
厨
給
紙
上
組
淡
の
各
騨
附
妃
で
あ
る
｡
山
砂
利

府
中
の
砂
利
は
主
に
甘
地
代
の
角
栄
棟
'
柿
板
岩
雄
､
枕
砂
山1.q
政
､
石

英
斑
岩
礎
､
石
英
粗
相
山方
礎
及
玉
髄
樵
で
あ
る
O
内
石
英
斑
岩
裸
は
破

砕
耐
私
有
す
る
こ
と
あ
り
て
所
謂
死
石
に
憐
す
る
も
の
が
め
る
O
此
の

山
砂
利
は
所
謂
碓
質
砂
利
に
屈
し
甚
だ
総
額
匙
机
な
横
に
富
ん
で
居
る

け
れ
ど
も
磯
の
形
状
概
し
て
局
中
縮
刷
蝕
の
も
の
多
き
と
機
の
肌
食
掛

か
に
過
ぐ
る
も
の
が
少
-
な
い
.
機
中
に
は
時
に
月
化
石
私
包
摂
し
て

居
る
の
か
ら
見
る
と
山
砂
利
は
も
と
鴨
水
中
に
沈
繊
維
甜
し
た
も
の
で

あ
る
.
機
の
大
さ
か
ら
見
る
と
北
米
盟
児
か
ら
桝
次
向
田
に
向
ひ
漆
に

至
る
に
綻
び
柵
や
大
き
-
な
り
'
同

7
倍
巾
で
は
傾
斜
の
カ
向
即
ち
北

北
西
に
下
ろ
に
稔
っ
て
柵
や
火
さ
-
な
り
叉
同

丁
府
中
の
上
船
か
ら
下

盤
に
妃
-
と
機
が
大
き
-
な
る
｡
(此
等
の
こ
と
か
ら
見
る
と
砂
利
は
沈

稗
常
時
北
田
か
ら
流
さ
れ
て
衆
穴

と
の
か
も
知
れ
な
い
o
和
し
て
甘
地

代
の
疎
が
多

い
=
と
は
北
ハの
館
峠
に
下
位
の
節
三
組
厨
叉
は
%
北
府
中

の
疎
労
政
.1
肝
妊

Li
あ
り
かL
か
-
知
れ
的
甘
批
厨
S
山
地
か
ら
締
れ
氷

り
i
i
i
の
で
あ
ら
-
)
O
山
砂
利
一肘
小
の
砂
利
-
砂

(二
分
:t
僻
み
由
る

-
V

の
)
と
の
別
命
JH
t

株
で
小仏
..
､
砂
利
が

二
判
り
､1
山
か
ら
･I,<
判
の

解

四

髄

室

六

七
四

も
tり
ま
で
あ
る
D

砂
の
盈
ー‡

北
米
で
多
く
岡
田
で
少
な
い
B
砂
利
暦
中

の
不
純
物
に
鋤
鍋

班
は
批
鋭
助
､
月
殺
､
及
粘
土
で
あ
る
｡
繊
細
戒
に

槻
税
政
は
暦
中
の
磁
鈍
砂
が
彩
っ
た
も
の
で
あ
る
.
(本
銅
の
新
帝
は
砂

利
櫛
比
按
が
抽
め
て
ほ

い
桁
に
沈
稗

し
た
と
は
云
ほ
な
い
が
恐
-
火
親

に
細
れ
易

い
性
水
中
に
沈
稗
し
た
砂
利
L&
で
此
の
践
楯
等
の
多
-
は
沈

稗
常
時
に
欧
に
内
苑
て
居
た
も
の
で
や
り
う
〕
0
月
穀
即
ち
化
石
は
軟
弱

で
取
出
す
と
砕
片
と
な
る
｡
坪
数
は
蛤
､
枇
輔

､

鳥
jl
其
仙
十
二
三
秤

で
あ
る
0
粘
土
に
は
こ
弼
あ

っ
て

7
ほ
小
偏
桃
批
わ
な

し
た
淡
紫
粗
潔

の
政
友
既
粘
土
で
'
他
は
砂
利
厨
の
腿
約
物
み
な
し
次
也
紐
稀
の
砂
質

粘
土
で
あ
る
｡
盟
月

頗
附
妃
で
は
蹄
天
瀬
'
坑
内
淵
の
開
法
払
併
用
し
.

小
燐
餓
造
林
式
骨
批

砂
刑
部
の
鯉
静
に
係
る
O
柵
避
け
磯
城
柵
拙
法
私

用
ふ
｡
関
し
て
柵
逃
砂
利
の

7
立
坪
懲
り
の
里
見
腰
縄
し
侶
綿
は
十

一

脚で
あ
る
O
久
田
駅
騨
附
妃
で
は
偽
に
描
大
胡Ii
で
松
抑
さ
れ
も
柵
遇
は

飾
分
け
に
依
る
O

T
立
坪
あ
た
り
の
久
留
虫
騨
渡
し
慣
格
は
二
十
五
臓

二
十
錦
で
あ
る
O
上
組
擁
騨
附
虻
で
は
蹄
天
瀬
坑
内
湘
私
併
用
し
㈱
ひ

分
け
る
D
騨
披
L

T
立
坪
飾
り
の
慣
格
は
十
八
脚
五
十
磯
で
あ
る
.･
各

粒
地
¢
地
産
状
況
か
騒
げ
る
と
規
兄
騨
附
妃
で
は
大
正
十
三
年
か
ら

平

野
側
及
高
純
側
で
輔
琳
さ
れ
'
叔
和
は
小
鴇
線
建
設
工
雑
用
に
僻
用
し

爾
氷
漸
次

一
般
に
伴
用
さ
れ
る
に
五
つ
L
iF
大
jE
十
四
年
四
月

7
日
よ

り
W
.年
三
J
H
l十

r
日
に
窒
る
怜
鵜
高
七
八
四
二
三
城
､
同
十
五
年
凹

月

1
日
よ
り
十
月
三
十
日
迄
の
除
送
高
二
六
九
四
六
噸
で
あ
る
｡
久
倒

E
H
騨

附
妃
の
現
今
の
産
出
に
抽
少
虫
で
?,EJ
路
州
で
･hJT
る
｡
上
組
湊
騨
附

紀
の
J
の
ほ
叔
-
甘
-
よ
り
知
ら
れ
火
北
七
八
琳
頃
約
や
盛
に
輔
刺
さ

れ
ホト
が
現
時
は
多
-
な

い
､
.滋
-
L
Y
f叫丁北
ハ戯
川舟
の
範
･で

仙伴
い汀
さ
れ
て



い
叫
る
〇
･小へ
耽
十
m
H.1小
的
光批
舶
叩けH
l八
nU
.二
心
し
職
､
小へ
.jI十
γ孔
.川γ
け
い十
=ハり小池

に
六
八
〇
｣閉
脚
払糊
.(仏
し
た
o

川
砂

利
の
産
地
-
し
て
苅
喋
な
の
は
加
花
川
で
あ
る
｡

流
域
の
地
域

私
淑
ふ
に
､
鴨
川
掛
厨
谷
に
桁
ひ
米
印
に
亙
る
抑
畔
地
の
開
北
で
地
質

み
=Arに
す
る
｡
即
ち
北
側
小
町
'
緒
津
の
迎
峰
は
脆
弱
な
砂
山訂
､
京
岩
'

擬
故
山が
よ
り
成
っ
た
節
三
紀
伊
で
あ
る
｡
耐
柵
の
機
岡
迎
峰
は
鶴
川
暦

(
仲
批
代
?
)
及
之
各
賞
-
閃
放
射
､
斑
槻
山村
'
蛇
紋
射
及
新
火
山
岩
で

あ
る
.
放
岡
暦
は
前
記
の
.節
三
組
の
岩
石
に
比
L
著
し
-
観
榔
且
つ
堅

枚
な
砂
山Tlq
.
嘘
解
式
山村
'
磯
岩
'
凝
次
山村
及
石
衣

潜
か
ら
成
つ
,･J
捕
る
O

沖
稗
拙
技
別
記
州村
石
の
破
砕
或
は
分
解
に
よ
っ
て
出
水
た
砂
擁
及
粘
土

･･i
リ
成
る
｡
砂
利
の
紫
質
は
十
凹
樺
以
上
に
出
し
臆
川
上
の
侶
値
に
優

劣
が
あ
り
且

つ
虚
に
よ
っ
て
品
封
に
大
な
る
弟
が
あ
る
｡
砂
利
の
中
に

は
舵
開
府
樺

岩
か
ら
柑
れ
て
出
航
た
せ
故
代
の
角
山方
､
槻
砂
栄
､
粘
枚

山村
称
S
砂
利
も
あ
る
｡
之
串
は
所
謂
括
石
で
､
横
岡
肘
叫
の
砂
岩
､
雄

砦

､
石
次
･=有
､
閃
放
射
'
斑
糖
･=k
､安
山
岩
の
砂
利
も
肺
布
で
あ
る
が
I

梗
質
茨
山方
や
蛇
紋
岩
り
砂
利
は

7
般
T1
約
石
と

死
石
と
の
中
開
に
め

り
.
約
三
紀
府
の
労
粕
の
砂
利
は
死
石
で
あ
る
O
死
石
の
孤
入
し
た
砂

利
は
ゴ
ン
グ
リ
ー
ト
用
は
勿
翰
純
路
総
和
州
と
し
で
J-
池
館
で
な
い
｡

舷
門
緋
九

絹
抑
飛
降
桜
桃
既
娼
賠

コ
ソ
リ
ゲ
ー
ト
は
約
十
咋
前
丸
山
川

統
域

い
砂
利
み
仲
川
し
た
も
の
で
あ
る

が
既

に
北
ハ珂
部
は
朋
攻
し
て
居

る
Q
こ
れ
は
死
石
の
砂
利
み
使
用
し
た
-
の
で
弧
に
樺
は
分
納
し
て
柑

土
北
L
L
:も
の
が
あ
る
｡
加
祇
川
の
砂
利
は
流
域
地
質
の
関
係
上
､
北

カ
よ
り
死
石
の
稚
一雪

洞
方
よ
り
主
と
し
て
隅
石
の
碓
ね
細
流
す
る
｡

附
し
て
調
査
の
紳
炎
に
よ
れ
ば
上
納
よ
り
下
流
に
下
ろ
に
縫
て
統
石
の
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れ
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茂
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催
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